
学びを深め、学びをつなぐ

授業における取組

全国学力・学習状況調査の結果に寄与したと考えられる取組

 

 

 国語科・算数科ともにほとんどの領域・観点で全国平均の正答率を上回った。特に

では、理由を明確にし

て、全国平均を

えを深めたり、広げたりすることができていると思う」の項目に

回答している児童が多かった。

１ 実践の目的

  各種学力テストや児童アンケート等の結果から、学習が十分に定着している児童と

の差が大きいこと、思考を伴う問題には苦手意識があること、既習事項を活用して解決する力に課題

が見られる

いということ

２ 実践内容

（１） 指導案作成時に

物や振り返り等から逆向きに設計する。

（２） 知っていることやできることを組み合わせたり、発展させたりする活用型授業を工夫し、個

や集団で課題を解決する学び合いの学習経験を積み重ね、主体的な言語活動を充実させる。

（３） 授業後の「振り返り」を大切にし、児童の学びを深めたり、メタ認知を

に、学習意欲や自己肯定感を高める。

３ 工夫や改善した点

 （１）「単元デザイン」の作成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査の結果における特徴

最終成果物

・国語なら、クイズ集、新聞、

プレゼンテーション、劇など

・算数なら、パフォーマンス課

題や最終的に解かせたい問

題など
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・算数科ともにほとんどの領域・観点で全国平均の正答率を上回った。特に

では、理由を明確にし

て、全国平均を上回った。また、児童質問紙から「学級の友達との間で話
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プレゼンテーション、劇など

・算数なら、パフォーマンス課

題や最終的に解かせたい問

題など 

主体的・協働的な学びの視点

●単元計画のどこで
・どんなゴールに向かってどうやってすすめていくのかを逆向き設計

・何をどこで教えて、どんなことを考えさせていくのか・おさえるべき言葉や知識、手法、大切にすること

・ゴールイメージを学年全体で共通理解できるように！
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各種学力テストや児童アンケート等の結果から、学習が十分に定着している児童と

の差が大きいこと、思考を伴う問題には苦手意識があること、既習事項を活用して解決する力に課題

という結果が得られた。

から以上のことを改善

指導案作成時に単元末や毎時間後に

物や振り返り等から逆向きに設計する。

知っていることやできることを組み合わせたり、発展させたりする活用型授業を工夫し、個

や集団で課題を解決する学び合いの学習経験を積み重ね、主体的な言語活動を充実させる。
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主体的・協働的な学びの視点

●単元計画のどこで、どんな指導をするか
・どんなゴールに向かってどうやってすすめていくのかを逆向き設計
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知っていることやできることを組み合わせたり、発展させたりする活用型授業を工夫し、個

や集団で課題を解決する学び合いの学習経験を積み重ね、主体的な言語活動を充実させる。
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に、学習意欲や自己肯定感を高める。
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は、学習に対して受け身で、主体性に欠ける児童が多

力を焦点化・視覚化し、児童の最終成果

知っていることやできることを組み合わせたり、発展させたりする活用型授業を工夫し、個

や集団で課題を解決する学び合いの学習経験を積み重ね、主体的な言語活動を充実させる。 
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ながら、単
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児童が多

力を焦点化・視覚化し、児童の最終成果

知っていることやできることを組み合わせたり、発展させたりする活用型授業を工夫し、個

 

同時



授業以外の取組

 （２）児童の主体的・協働的な学びを通した「深い学び」を目指した授業作り

   ・児童の興味・関心を高め、「やってみたい」と思える課題提示や適応問題の設定。

   ・アクティブ・ラーニングの手法（グループ技法）や思考ツールの活用。

   ・「なぜそうなのか」と根拠付けて思考することを大切に。

   ・学習したことを自分の言葉で振り返り、自分の成長を意識できるようにすること。

   ・学び合いを視覚化したり、話合いを活性化

４ 児童の変容や教師の変容

 ・「単元デザイン」を作成し、教師間で共通理解を図ることでポイントが明確化し、目的意識を持っ

て授業改善に取り組むことができた。

 ・身に付けた知識や技能を活用させる授業を積み重ねていくことで、児童の学習意欲が高まり、主体

的に取り組む姿が見られるようになった。

 ・授業形態のねらいを明確にして、ペア学習やグループ学習を設定することで、児童が相互の意見や

考えを理解し、学びに深まりが見られるようになった。

１ 生活と学習習慣の形成

（１） 生活

学期に１回、学

１週間

（２） ノート指導

『「良いノート」と「手立て」まとめ』を活用

し、教師間で共通理解を図り、系統立てた指導をしている。また、年に１回ノートを公開する機

会を設定し、

（３） 家庭学習・家庭連携

長期休業を利用して

に取り組んでもらえるような課題設定をし、学びを広げたり、コミュニケーション

りできる

主体的・計画的にすすめることができるようにしている。

２ 学習の土台づくり

（１） 話し

低・中・高学年に合わせた話

びの素地作りができるようにしている。

示すことで

（２） 学習環境の整備

各学年が校内の掲示板を活用し、楽しみながら解けるような

て貼り、

（３） 児童の実態把握と授業改善に向けて

児童向け

実態把握

機会となっている。

授業以外の取組 

児童の主体的・協働的な学びを通した「深い学び」を目指した授業作り

・児童の興味・関心を高め、「やってみたい」と思える課題提示や適応問題の設定。

・アクティブ・ラーニングの手法（グループ技法）や思考ツールの活用。

・「なぜそうなのか」と根拠付けて思考することを大切に。

・学習したことを自分の言葉で振り返り、自分の成長を意識できるようにすること。

・学び合いを視覚化したり、話合いを活性化

児童の変容や教師の変容

・「単元デザイン」を作成し、教師間で共通理解を図ることでポイントが明確化し、目的意識を持っ

て授業改善に取り組むことができた。

身に付けた知識や技能を活用させる授業を積み重ねていくことで、児童の学習意欲が高まり、主体

的に取り組む姿が見られるようになった。

・授業形態のねらいを明確にして、ペア学習やグループ学習を設定することで、児童が相互の意見や

考えを理解し、学びに深まりが見られるようになった。

生活と学習習慣の形成

生活・学習点検『Ｇｏウィーク』

学期に１回、学

１週間、児童自身が

ノート指導 

『「良いノート」と「手立て」まとめ』を活用

し、教師間で共通理解を図り、系統立てた指導をしている。また、年に１回ノートを公開する機

会を設定し、児童が

家庭学習・家庭連携

長期休業を利用して

に取り組んでもらえるような課題設定をし、学びを広げたり、コミュニケーション

りできるようにしている。

主体的・計画的にすすめることができるようにしている。

学習の土台づくり

し合いの時の

低・中・高学年に合わせた話

びの素地作りができるようにしている。

示すことで、話合い活動が

学習環境の整備

各学年が校内の掲示板を活用し、楽しみながら解けるような

て貼り、児童の学習に対する
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